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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部と前記挿入部の先端側端部に存在する屈曲部とを含み、前記挿入部は前記挿入部
の手元側端部に位置するハンドルを備える内視鏡アセンブリであって、
　前記内視鏡アセンブリの長手方向軸線の周りを回転するように構成されるネジと、
　前記ネジと物理的に接続され、前記ネジの回転とともに、前記内視鏡アセンブリの前記
長手方向軸線に沿って先端方向及び手元方向の少なくとも一方向へ移動するように構成さ
れるハウジングと、
　前記ハウジング内に配置され、かつ前記ネジよりも先端側に位置するストッパと、
　手元側端部及び先端側端部を有するワイヤであり、前記ワイヤの前記手元側端部は前記
ストッパに接続され、前記ワイヤは前記挿入部の長さに沿って延在し、前記ネジが回転す
る時に、前記ワイヤは前記挿入部を硬くする、ワイヤと、を備える内視鏡アセンブリ。
【請求項２】
　前記ワイヤは前記挿入部の内周に固定されたコイルの内側に配置される、請求項
１に記載の内視鏡アセンブリ。
【請求項３】
　前記ハンドルに設置されるとともに前記ネジに物理的に接続されるノブを更に備え、前
記ノブの回転により前記ネジを回転させる、請求項１に記載の内視鏡アセンブリ。
【請求項４】
　前記ハウジングの手元方向への移動によって前記ストッパが手元方向に移動し、前記ハ
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ウジングの先端方向への移動によって前記ストッパが先端方向に移動するように、前記ス
トッパが前記ハウジング内で構成される、請求項１に記載の内視鏡アセンブリ。
【請求項５】
　前記ワイヤの移動によって、コイルのピッチ、伸張の程度、圧縮の程度及び柔軟性の少
なくとも１つが変わる、請求項１に記載の内視鏡アセンブリ。
【請求項６】
　前記ワイヤの移動によって、前記屈曲部の引張強度、柔軟性又は圧縮性の少なくとも１
つが変わる、請求項１に記載の内視鏡アセンブリ。
【請求項７】
　前記ハウジングは、前記ネジの長手方向軸線周りに配置され、前記長手方向軸線に沿っ
て長手方向に移動するように構成される、請求項１に記載の内視鏡アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
＜相互参照＞
　本願は、米国特許仮出願第62/043,647号（２０１４年８月２９日出願）に依存し、優先
権を主張する。この仮出願の全内容を参照により本明細書に援用する。また本願は、米国
特許仮出願第62/066,760号（２０１４年１０月２１日出願）に依存し、優先権を主張する
。この仮出願の全内容を参照により本明細書に援用する。
【０００２】
　本明細書は一般に、挿入部を有し、当該挿入部の剛性を変化させることができる、内視
鏡ユニットに関するものである。
【背景技術】
【０００３】
　内視鏡は、患者の外傷を最小限にしつつ、医師が患者の内部構造を観察しながら医療行
為を行うことができる手段を提供するため、医学界で大いに受け入れられてきた。長年に
わたり、多数の内視鏡が開発され、特定の用途（例えば膀胱鏡検査、大腸内視鏡検査、腹
腔鏡検査、上部消化管内視鏡検査及び他の検査）に従って分類されてきた。身体の自然開
口部内に又は皮膚の切り込みを通って内視鏡を挿入することができる。
【０００４】
　内視鏡は通常、先端側端部に１つ以上のビデオカメラ又は光ファイバレンズアセンブリ
を有する、硬性又は軟性の、管状の長尺シャフトである。シャフトは、直視用接眼レンズ
を備えることもあるハンドルに接続される。通常は、外部のスクリーンによって確認する
こともできる。様々な外科手技を行うために、内視鏡の作業チャンネルを通って様々な処
置具を挿入することができる。
【０００５】
　内視鏡は、臓器（結腸等）を観察するための前方カメラ及び側方カメラと、それぞれの
カメラ用の照明と、カメラのレンズ及び時折照明をも洗浄するための１つ以上の流体イン
ジェクタと、（例えば結腸内に発見されたポリープを除去するために）処理具を挿入する
ための作業チャンネルとを有することができる。しばしば、内視鏡は、結腸等の体腔内に
挿入して、体腔を洗浄するための流体インジェクタ（「噴出口」）も有する。一般的に使
用される照明は、離れた場所で生成された光を、内視鏡の先端部分まで透過する光ファイ
バである。発光ダイオード（LED）を照明として使用することも知られている。
【０００６】
　内視鏡の挿入部としても知られる細長い中空シャフトは、シャフトの先端側端部付近に
、体腔内の湾曲した経路を移動し、体腔内の様々な領域にアクセスするように外部から制
御する際に屈曲することができる、屈曲部を有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　しかしながら、制御に応じて、又はシャフトの先端側端部が移動する体腔内部の領域に
応じて、屈曲の程度を変えることが望ましいときがある。挿入部の剛性がより高くなると
体腔内部で中空シャフトがループするおそれを減少させることができるのに対し、挿入部
の剛性をより小さくすると盲腸により容易に到達できるようになる。挿入部の、例えば屈
曲部周辺の、剛性を変化させる能力がない場合には、内視鏡検査に対する患者の不快感が
発生し及び／又は内視鏡検査に必要な時間が長くなるおそれがある。その上、ある医師は
使用時により剛性の挿入部を好むことがある一方、他の医師はより軟性の挿入部を好む場
合がある。さらに、内視鏡の部品で繰り返される再処理（洗浄を含む）が、挿入部の可撓
性に影響を及ぼすことがある。再処理の結果、度重なる洗浄によって、挿入部が要求され
るものよりも柔軟になることがある。
【０００８】
　Storzに与えられた米国特許７，７８９，８２７号（対応日本国特許第４８９１１７４
号）は、「フレキシブル内視鏡であって、遠位端部および近位端部を有すると共に、電気
的に絶縁された耐水素材を具備してなる外側層と、前記外側層によって取り囲まれた内側
層と、前記外側層内に配置された複数の長尺なセグメントであって、電流を印加した際に
特性が変化するポリマー素材を具備してなる複数の長尺なセグメントと、を含むフレキシ
ブルなシャフト部と、前記フレキシブルなシャフト部に対して連結されたハンドル部と、
前記少なくとも一つの長尺なセグメントに対して電流を供給するための電源と、前記複数
の長尺なセグメントと前記電源との間を電気的につなぐ導電体と、を具備してなり、前記
導電体は、前記フレキシブルなシャフト部から、前記ハンドル部を通って、前記電源まで
延在し、前記複数の長尺なセグメントは、前記フレキシブルなシャフト部の長手方向長さ
に沿って、端部同士を突き合わせた状態で、前記外側層に配置されており、かつ、各長尺
なセグメントは、前記内側層に対して取り付けられた少なくとも１つの端部を有し、前記
複数の長尺のセグメントへ電流を印加したとき、前記複数の長尺なセグメントは物理的寸
法が変化し、かつ、前記内側層は、前記複数の長尺なセグメントの少なくとも１つの寸法
変化に基づいて、前記外側層に対して移動するようになっていることを特徴とするフレキ
シブル内視鏡」を開示している。しかしながら、当該‘８２７特許は、挿入部の軟性を完
全に機械的制御してはいない。
【０００９】
　したがって、既存の構造、形状、寸法及び製造の複雑性に対する変化が小さく、その剛
性又は柔軟性を変化させる能力を有する挿入部が求められている。また、内視鏡システム
とともに利用できる道具を使用できる挿入部を有する、軟性シャフトが求められている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　システム、道具及び方法と関連する、以下の実施形態と実施形態の態様とを説明し図示
する。当該実施形態と実施形態とは、例示的かつ説明的とするつもりであり、範囲を限定
するものではない。
【００１１】
　本明細書は、その挿入部内に埋め込まれた剛性が可変の構成要素と、当該構成要素の剛
性を変化させるコントローラとを備える、様々な内視鏡アセンブリを開示する。
【００１２】
　本明細書は、挿入部と前記挿入部の先端側端部に存在する屈曲部とを含み、前記挿入部
は前記挿入部の手元側端部でハンドルに接続される、内視鏡アセンブリであり、前記内視
鏡アセンブリの長手方向軸線の周りを回転するように構成されるネジと、前記ネジと物理
的に接続され、前記ネジの回転とともに、前記内視鏡アセンブリの前記長手方向軸線に沿
って先端方向及び手元方向の少なくとも一方向へ移動するように構成されるハウジングと
、前記前記ハウジング内に配置されるストッパと、手元側端部及び先端側端部を有するワ
イヤであり、前記ワイヤの前記手元側端部は前記ストッパに接続され、前記ワイヤは前記
挿入部の長さに沿って延在し、前記ワイヤの前記先端側端部は前記屈曲部の手元側端部に
接続され、前記ネジが回転するとともに前記挿入部の先端側端部に向かう時に、前記ワイ
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ヤは前記挿入部を硬くする、ワイヤと、を備える内視鏡アセンブリを開示する。
【００１３】
　任意に、前記ワイヤは前記挿入部の内周に固定されたコイルの内側に配置される。
【００１４】
　任意に、前記内視鏡アセンブリは、前記ネジ、内部ハウジング、前記ストッパ及び前記
ワイヤの少なくとも１つを含むハウジングを更に備える。
【００１５】
　任意に、前記内視鏡アセンブリは前記ハンドルに設置されるとともに前記ネジに物理的
に接続されるノブを更に備え、前記ノブの回転により前記ネジを回転させる。
【００１６】
　前記ハウジングの手元方向への移動によって前記ストッパが手元方向に移動し、前記ハ
ウジングの先端方向への移動によって前記ストッパが先端方向に移動するように、前記ス
トッパを前記ハウジング内で構成することができる。
【００１７】
　前記ワイヤの移動によって、コイルのピッチ、伸張の程度、圧縮の程度及び柔軟性の少
なくとも１つを変えることができる。
【００１８】
　前記ワイヤの移動によって、前記屈曲部の引張強度、柔軟性又は圧縮性の少なくとも１
つを変えることができる。
【００１９】
　任意に、前記ハウジングは、前記ネジの長手方向軸線周りに配置され、前記長手方向軸
線に沿って長手方向に移動するように構成される。
【００２０】
　本明細書は、挿入部と前記挿入部の先端側端部に存在する屈曲部とを含み、前記挿入部
は前記挿入部の手元側端部でハンドルに接続される、内視鏡アセンブリであり、アクチュ
エータと、手元側端部及び先端側端部を有するバネであり、前記バネの前記手元側端部が
前記アクチュエータに接続され、前記アクチュエータが前記バネを作動させる、バネと、
手元側端部及び先端側端部を有するワイヤであり、前記ワイヤの前記手元側端部は前記バ
ネの前記先端側端部に接続され、前記ワイヤは前記挿入部の長さに沿って延在し、前記ワ
イヤの前記先端側端部は前記屈曲部の手元側端部に接続され、前記バネの作動時に前記ワ
イヤは前記挿入部を硬くする、ワイヤと、を備える内視鏡アセンブリも開示する。
【００２１】
　前記バネは超弾性材料を含むことができる。任意に、前記超弾性材料はニチノールであ
る。
【００２２】
　任意に、前記アクチュエータは前記バネを作動させる電流源に接続される。任意に、前
記アクチュエータは前記バネを作動させる熱源に接続される。更に任意に、前記アクチュ
エータは前記バネを作動させるギアモータに接続される。
【００２３】
　任意に、前記内視鏡アセンブリは前記バネ及び前記ワイヤを接続するシャフトを更に備
える。前記シャフトは、前記バネの先端側端部に接続される第１壁と、前記第１壁に平行
であり前記ワイヤの前記手元側端部に接続される第２壁と、を備えるＵ字型の構造を持つ
ことができる。
【００２４】
　前記ワイヤを、前記挿入部の内周に固定されるコイルの内側に配置することができる。
【００２５】
　任意に、内視鏡アセンブリは、前記アクチュエータ、前記バネ及び前記ワイヤの少なく
とも１つを含むハウジングを更に備える。
【００２６】
　本明細書は、挿入部と前記挿入部の先端側端部に存在する屈曲部とを含み、前記挿入部
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は前記挿入部の手元側端部でハンドルに接続される、内視鏡アセンブリであり、アクチュ
エータと、先端側端部及び手元側端部を有するチューブであり、中心合わせされ前記チュ
ーブの長手方向軸線に沿うとともに前記チューブの長さの一部にわたって延びるスリット
を有するとともに、前記チューブの前記手元側端部が前記アクチュエータに接続され、前
記アクチュエータが前記チューブを作動させる、チューブと、先端側端部及び手元側端部
を有するワイヤであり、前記ワイヤの前記手元側端部はチューブに接続され、前記ワイヤ
は前記挿入部の長さに沿って延在し、前記ワイヤの前記先端側端部は前記屈曲部の先端側
端部に接続され、前記チューブの作動時に前記ワイヤは前記挿入部を硬くする、ワイヤと
、を備える内視鏡アセンブリも開示する。
【００２７】
　前記チューブは超弾性材料から製造することができる。任意に、前記超弾性材料はニチ
ノールである。
【００２８】
　本明細書は、挿入部と前記挿入部の先端側端部に存在する屈曲部とを含み、前記挿入部
は前記挿入部の手元側端部でハンドルに接続される、内視鏡アセンブリであり、ほぼ楕円
として成形され、第１部分、第２部分及び中心部分を更に含む車輪と、前記車輪に接続さ
れるシャフトと、前記シャフトに接続されるレバーであり、前記レバーの回転によって前
記シャフト及び前記車輪を回転させる、レバーと、先端側端部及び手元側端部を有するワ
イヤであり、前記ワイヤの前記手元側端部は前記車輪の縁上で支持され、前記ワイヤは前
記挿入部の長さに沿って延在し、前記ワイヤの前記先端側端部は前記屈曲部の先端側端部
に接続され、前記車輪が回転する時に、前記ワイヤは前記挿入部を硬くする、ワイヤと、
前記ワイヤの前記手元側端部に接続され、前記ワイヤを前記車輪に固定するストッパと、
を備える内視鏡アセンブリも開示する。
【００２９】
　任意に、前記ワイヤは前記挿入部の内周に固定されたコイルの内側に配置される。
【００３０】
　本明細書は、作業チャンネルを含み、前記作業チャンネルの外周が、前記作業チャンネ
ルに対して剛性をもたらす補強層で覆われている、内視鏡アセンブリも提供する。
【００３１】
　任意に、前記補強層を、ステンレス鋼金属の群から成る少なくとも１つの金属を含む材
料から製造する。
【００３２】
　本明細書は、内視鏡アセンブリの挿入部であり、前記挿入部の手元側端部から前記挿入
部の長さに沿って延在する少なくとも１つの軟性チューブと、前記少なくとも１つの軟性
チューブに前記挿入部の前記手元側端部で接続される圧力ポンプと、前記少なくとも１つ
の軟性チューブを膨張させる流体とを含み、前記流体の圧力は前記圧力ポンプによって制
御される、内視鏡アセンブリの挿入部も開示する。
【００３３】
　任意に、前記流体を、水、印加された電場に基づいて粘性が変化する流体、剪断速度又
は剪断速度の履歴に基づいて粘性が変化する流体、磁場に基づいて粘性が変化する流体及
び感光に基づいて粘性が変化する流体の少なくとも１つとする。
【００３４】
　前記流体を、前記内視鏡アセンブリの水供給源から供給される水とすることができる。
【００３５】
　任意に、前記圧力ポンプの動作電圧を変えることによって、前記流体の圧力を制御する
。
【００３６】
　圧力調整装置を前記圧力ポンプに接続して、前記流体の圧力を制御することができる。
【００３７】
　任意に、前記挿入部の手元側端部から延在する前記少なくとも１つの軟性チューブは、
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前記挿入部の屈曲部の手元側端部まで延在するが、前記内視鏡アセンブリの先端部分には
延在しない。
【００３８】
　任意に、前記挿入部の手元側端部から延在する前記少なくとも１つの軟性チューブは、
前記挿入部の先端側端部まで延在する。
【００３９】
　更に任意に、前記挿入部の手元側端部から延在する前記少なくとも１つの軟性チューブ
は、前記軟性チューブの反対側の端部まで延在し、前記反対側の端部は密封される。
【００４０】
　前記圧力ポンプは、前記流体の圧力を制御して、前記少なくとも１つの軟性チューブの
柔軟性を制御することができる。
【００４１】
　本明細書は、内視鏡アセンブリの挿入部であり、前記挿入部に埋め込まれた治療具の挿
入チャンネルの外周面の周りに巻き付き、前記挿入部の手元側端部から前記挿入部の長さ
に沿って延在する軟性チューブと、前記軟性チューブに前記挿入部の前記手元側端部で接
続される圧力ポンプと、前記軟性チューブを膨張させる流体とを含み、前記流体の圧力は
前記圧力ポンプによって制御される、内視鏡アセンブリの挿入部も開示する。
【００４２】
　任意に、前記流体を、水、印加された電場に基づいて粘性が変化する流体、剪断速度又
は剪断速度の履歴に基づいて粘性が変化する流体、磁場に基づいて粘性が変化する流体及
び感光に基づいて粘性が変化する流体の少なくとも１つとする。
【００４３】
　前記流体を、前記内視鏡アセンブリの水供給源から供給される水とすることができる。
【００４４】
　任意に、前記圧力ポンプの動作電圧を変えることによって、前記流体の圧力を制御する
。
【００４５】
　圧力調整装置を前記圧力ポンプに接続して、前記流体の圧力を制御することができる。
【００４６】
　任意に、前記挿入部の手元側端部から延在する前記軟性チューブは、前記挿入部の屈曲
部の手元側端部まで延在するが、前記先端部分には延在しない。
【００４７】
　ただし任意に、前記挿入部の手元側端部から延在する前記軟性チューブは、前記挿入部
の先端側端部まで延在する。
【００４８】
　更に任意に、前記挿入部の手元側端部から延在する前記軟性チューブは、前記軟性チュ
ーブの反対側の端部まで延在し、前記反対側の端部は密封される。
【００４９】
　圧力ポンプは、前記流体の圧力を制御して、前記軟性チューブの柔軟性を制御すること
ができる。
【００５０】
　本明細書は、内視鏡アセンブリの挿入部であり、前記挿入部の内壁に沿って延在し、前
記挿入部の手元側端部から前記挿入部の長さに沿って延び、前記挿入部の内側に平行な壁
を形成して、前記平行な壁及び前記挿入部の前記内壁の間に隙間を存在させる、少なくと
も１つの軟性ライニングと、前記隙間に前記挿入部の前記手元側端部で接続される圧力ポ
ンプと、前記隙間を満たす流体と、を含み、前記流体の圧力は前記圧力ポンプによって制
御される、内視鏡アセンブリの挿入部も開示する。
【００５１】
　本明細書は、内視鏡アセンブリの挿入部であり、前記挿入部の手元側端部から前記挿入
部の長さに沿って延在し、気体を取り囲む少なくとも１つの軟性チューブと、少なくとも
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１つの密封チャンバであり、前記少なくとも１つの軟性チューブが、前記少なくとも１つ
の密封チャンバに開放し、気体を前記少なくとも１つの密封チャンバに運ぶ、少なくとも
１つの密封チャンバと、前記少なくとも１つの軟性チューブに前記挿入部の前記手元側端
部で接続される圧力ポンプと、を含み、前記気体の圧力は前記圧力ポンプによって制御さ
れる、内視鏡アセンブリの挿入部も開示する。
【００５２】
　任意に、前記気体は空気である。
【００５３】
　任意に、３つの軟性チューブが３つの対応する密封チャンバに開放する。
【００５４】
　それぞれのチャンバを互いに隣接して前記挿入部の長手方向軸線に沿って設置すること
ができる。
【００５５】
　それぞれのチャンバを前記挿入部の長手方向軸線に沿って同心状に設置することができ
る。
【００５６】
　本明細書の上述した実施形態及び他の実施形態を、図面及び下記の詳細な説明で更に深
く説明するものとする。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】いくつかの実施形態に従う、複数ビュー素子の内視鏡システムを表す。
【図２】いくつかの実施形態に従う、内視鏡のスコープのハンドルの図を示す。
【図３ａ】いくつかの実施形態に従い、作業チャンネル開口部付近から挿入部の端部に向
かって延在するハンドルの一部の断面図を示す。
【図３ｂ】いくつかの実施形態に従う、バネ及び関連する構成の他の断面図を示す。
【図４ａ】アクチュエータ用のエネルギ源の例示的実施形態を示す。
【図４ｂ】アクチュエータ用のエネルギ源の他の例示的実施形態を示す。
【図４ｃ】アクチュエータ用のエネルギ源の更に他の例示的実施形態を示す。
【図４ｄ】アクチュエータ用のエネルギ源の更に他の例示的実施形態を示す。
【図５ａ】いくつかの実施形態に従い、図３及び４の環境において説明した、バネ及び関
連する構成の他の断面図を示す。
【図５ｂ】いくつかの実施形態に従い、挿入チューブの剛性の度合いを示す例示的ディス
プレイを表す。
【図６】内視鏡の挿入部の可変の剛性に影響を及ぼす構成の代替的実施形態を示す。
【図７ａ】いくつかの実施形態に従い、内視鏡の挿入部の剛性を変化させることができる
楕円形状の車輪構造体を有する、内視鏡のハンドルの一部を示す。
【図７ｂ】いくつかの実施形態に従い、図７ａの楕円形状の車輪構造体を有する内視鏡の
ハンドルの斜視図を示す。
【図７ｃ】いくつかの実施形態に従う、楕円形状の車輪構造体の拡大図を示す。
【図８ａ】いくつかの実施形態に従う、内視鏡のハンドル部分内のネジ機構の更に他の実
施形態の断面図を示す。
【図８ｂ】いくつかの実施形態に従う、内視鏡のハンドル部分内のネジ機構の更に他の実
施形態の断面図を示す。
【図９】いくつかの実施形態に従う、図８ａ及び８ｂのネジ機構の３次元図を示す。
【図１０】いくつかの実施形態に従い、内視鏡のハンドルの開口部内に配置された、ハウ
ジング及びバネ機構を示す。
【図１１ａ】いくつかの実施形態に従い、内視鏡の挿入部の剛性を補強する機構の他の実
施形態を示す図である。
【図１１ｂ】いくつかの実施形態に従う、図１１ａの実施形態の他の図を示す。
【図１２】いくつかの実施形態に従う、内視鏡の長尺シャフトの一部の長手方向断面図を
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表す。
【図１３ａ】挿入部内の軟性ライニングを密封するために使用される密封機構の実施形態
を示す。
【図１３ｂ】挿入部内の軟性ライニングを密封するために使用される密封機構の他の実施
形態を示す。
【図１３ｃ】挿入部内の軟性ライニングを密封するために使用される密封機構の他の実施
形態を示す。
【図１３ｄ】挿入部内の軟性ライニングを密封するために使用される密封機構の他の実施
形態を示す。
【図１４】他の実施形態に従う、内視鏡の長尺シャフトの一部の断面図を表す。
【図１５】更に他の実施形態に従う、内視鏡の長尺シャフトの一部の断面図を表す。
【図１６】１６ａは、他の実施形態に従う、内視鏡の長尺シャフトの一部の長手方向断面
図を表す。１６ｂは、他の実施形態に従う、内視鏡の長尺シャフトの一部の長手方向断面
図を表す。１６ｃは、他の実施形態に従う、内視鏡の長尺シャフトの一部の長手方向断面
図を表す。１６ｄは、他の実施形態に従う、内視鏡の長尺シャフトの一部の長手方向断面
図を表す。
【発明を実施するための形態】
【００５８】
　添付の図面に関連して考慮するときに、以下の詳細な説明を参照することでより良く理
解しながら、本明細書のこれらの構成、他の構成及び利点を更に認識するであろう。
【００５９】
　本明細書は、複数の実施形態に向けたものである。以下の開示を、当業者が本明細書の
発明を実施できるようにするために提供する。この明細書で使用される文言は、任意の具
体的な実施形態の一般的な否定として解釈されるべきではなく、当該専門用語を用いて、
特許請求の範囲で使用される用語の意味を超えて特許請求の範囲を限定するべきでない。
本明細書で特徴付ける一般的な原理を本明細書の精神及び範囲から離れることなく、他の
実施形態及び応用に適用することができる。また、専門用語及び表現は、例示的な実施形
態を説明するために使用され、限定するものと見なすべきではない。したがって、本明細
書は、開示された原理及び構成と調和する多数の代替手段、変更、及び均等物を包含する
最も広い範囲と合致する。明瞭さのため、本発明に関連する技術分野で知られる技術項目
に関する詳細を、本明細書をいたずらに不明瞭としないように、詳細には説明しない。
【００６０】
　なお、本明細書で言及されるような用語「内視鏡」は、特にいくつかの実施形態に従う
大腸内視鏡及び胃内視鏡を指すことができるが、大腸内視鏡及び／又は胃内視鏡のみに限
定されるものではない。用語「内視鏡」は、身体の管腔臓器の内部を検査するために使用
され、本明細書で説明するように挿入部、屈曲部及び観察先端部を更に含む、任意の器具
を指すことができる。
【００６１】
　これから、いくつかの実施形態に従う複数ビュー素子内視鏡システム400を表す、図１
を参照する。システム400は、複数ビュー素子先端部分408を有する、複数ビュー素子内視
鏡402を備えることができる。複数ビュー素子内視鏡402はハンドル404を備えることがで
き、ハンドル404から長尺シャフト406が現れる。長尺シャフト406は、屈曲部410によって
回動できる先端部408で終端する。長尺シャフト406を体腔内で操作するためにハンドル40
4を使用することができる。ハンドル404は、屈曲部410を制御し、流体噴射又は流体吸引
等の機能を制御する、１つ以上のノブ及び／又はスイッチ405を備えることができる。ハ
ンドル404は、作業チャンネル開口部412と、１つ以上の側方サービスチャンネル開口部と
を更に備えることができ、作業チャンネル開口部412を通して処置具を挿入することがで
きる。
【００６２】
　ユーティリティケーブル414は、ハンドル404と主制御装置416との間を接続することが
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できる。ユーティリティケーブル414はその中に、１つ以上の流体チャンネルと、１つ以
上の電気チャンネルとを備えることができる。電気チャンネルは、前方及び側方向きビュ
ー素子からビデオ信号を受信するための少なくとも１本のデータケーブルと、当該ビュー
素子及び別個の照明に電力を供給するための少なくとも１本の電源ケーブルを備えること
ができる。主制御装置416は、内視鏡の複数の動作機能を管理する。例えば、主制御装置4
16は、内視鏡402の先端部分408の、例えば先端部分のビュー素子及び照明等への送電を管
理することができる。主制御装置416は、内視鏡402へ対応する機能性をもたらす、１つ以
上の流体、液体及び／又は吸引ポンプを更に制御することができる。人間が主制御装置41
6と対話するために、１つ以上の入力デバイス（キーボード418等）を主制御装置416へ接
続することができる。別の構成（図示せず）では、同じケース内で、キーボード等の入力
デバイスを主制御装置416と統合することができる。
【００６３】
　ディスプレイ420を主制御装置416に接続することができ、複数ビュー素子内視鏡402の
ビュー素子から受け取った、画像及び／又はビデオストリームを表示するようにディスプ
レイ420を構成することができる。ディスプレイ420は、人間の操作者がシステム400の様
々な構成を設定できるユーザインタフェースを表示するように更に動作できる。
【００６４】
　任意に、ディスプレイ420に、複数ビュー素子内視鏡402の様々なビュー素子から受け取
ったビデオストリームを、別個に表示することができる。ビデオストリームを、並べて表
示し、又は交互に表示することができる（すなわち、操作者は様々なビュー素子からの眺
めを手動で切り替えることができる）。あるいは、これらのビデオストリームを主制御装
置416で処理して、複数のビュー素子の視野間の重ね合わせに基づいて、パノラマ式の単
一のビデオフレームに結合することができる。
【００６５】
　別の構成（図示せず）では、２つ以上のディスプレイを主制御装置416に接続して、複
数ビュー素子内視鏡の異なるビュー素子からのビデオストリームをそれぞれ表示すること
ができる。
【００６６】
　これから図２を参照して、内視鏡（例えば図１の内視鏡402）のスコープのハンドル200
の図を示す。ハンドル200は、ハンドル200のコントロールヘッドをユーティリティケーブ
ル（図１のユーティリティケーブル414等）の端部の供給プラグに接続する、様々な構成
部分（アンビリカルチューブ202等）を含む。ハンドル200のコントロールヘッドは、ノブ
204を含み、屈曲部を回動できるとともに他の機能（流体噴出及び吸引）を実施できる。
さらに、ハンドル200は、スイッチ／ボタン205を備えることができる。ノブ204及びボタ
ン205の両方は、複数の制御機能を提供することができる。図２は、処置具を挿入できる
作業チャンネル開口部206の位置も表す。ハンドル200から挿入部208（一部を図示する）
が現れ、挿入部208は図１の環境において長尺シャフト406として説明される。本明細書を
説明するために、長尺シャフトは、体腔内に挿入される内視鏡アセンブリの一部であるた
め、「挿入部」と呼ぶ。ある実施形態において、挿入部208に接続される手元側端部のハ
ンドル200は、体腔内で挿入部208を操作する。
【００６７】
　図３ａは、作業チャンネル開口部206付近から挿入部208の端部に向かって延びる、ハン
ドル200の一部の断面図を示す。ある実施形態において、ハンドル200は、バネ304を作動
させることで、バネ304の弾性の程度を調整してバネ304の剛性を変化させる、アクチュエ
ータ302を備える。本明細書の実施形態において、作動とは、バネのピッチ、長さ、圧縮
の程度又は伸張の程度の少なくとも１つを変えることと定義する。様々な実施形態におい
て、バネは、張力／引張バネ、圧縮バネ、定荷重バネ、可変バネ、板バネ、機械加工され
たバネのいずれか１つである。ある実施形態において、アクチュエータ302及びバネ304を
ニチノールから製造することができる。ニチノールは、ニッケルはニッケルとチタンの合
金であり、形状記憶特性及び超弾性で知られている。低温で変形したニチノールを加熱す
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ることによって元の形状に戻る。ある実施形態において、この特性を用いて、挿入部208
の剛性を制御し又は変化させる。
【００６８】
　ある実施形態において、ワイヤ306の第１端部を、ハウジング内でバネ304が巻き付けら
れたシャフトに接続する。本明細書の実施形態において、ワイヤは、支持する機械的荷重
の範囲又は程度を調整できる金属又は任意の部材の、円筒状の単一軟性ストランド又はロ
ッドを含む。バネ304が移動することによってワイヤ306の剛性に影響を及ぼす。ワイヤ30
6の第２端部を、挿入部208内の屈曲部の手元側端部に接続することができる。したがって
、バネ304が移動することによって、挿入部208の全長にわたって、挿入部208の剛性に影
響を及ぼす。ある実施形態において、ワイヤ306の周りにコイル308を巻き付けて、ワイヤ
306を保護するとともにワイヤ306を移動できるようにする。本明細書の実施形態では、ワ
イヤの移動によって、コイルのピッチ、伸張の程度、圧縮の程度及び柔軟性の少なくとも
１つを変化させる。さらに、本明細書の実施形態では、ワイヤの移動によって、内視鏡の
屈曲部の引張強度、柔軟性又は圧縮性の少なくとも１つを変化させる。
【００６９】
　これから図３ｂを参照して、いくつかの実施形態に従う、バネ304の他の断面図及び関
連する構成を示す。ハウジング310は、バネ304及び動的シャフト316を収容する。ハウジ
ング310はバネ304の長さにわたり、内視鏡のハンドルの端部に対してそれぞれ手元側及び
先端側とすることができる、手元側端部318及び先端側端部320の２つの端部を有する。シ
ャフト316は、ハウジング310内でアクチュエータ302の先端側端部に接続される。アクチ
ュエータ302の手元側端部は、ハウジング310を出て、バネ304を移動させるエネルギ源に
向かって連続的に延在することができる。バネ304は、ハウジング310内部に配置された、
管状で長さを有するアクチュエータ302の周りに巻き付けられる。バネ304の先端側端部は
シャフト316に固定される。
【００７０】
　一実施形態では、シャフト316はＵ字型の構造であり、互いに並行に配置されそれぞれ
内面及び外面を有するＵ字形状のうちの２つの平行な直線状の縁を、第１壁324及び第２
壁322と呼ぶことができる。第１壁324及び第２壁322を平坦な基部323と互いに接続して、
Ｕ字形状を完成させることができる。壁324は手元側に位置し、その外面でバネ304と接続
される一方、先端側の壁322はワイヤ306によって貫通され又は、先端側の壁322がワイヤ3
06に通常取り付けられる。ワイヤ306は、壁322の外面からシャフト316に入り、壁322の他
方側のストッパ312によって定位置に保持される。このようにして、ストッパ312はワイヤ
306をハウジング310内で固定するのに役立つ。ワイヤ306の先端側端部は、アクチュエー
タ302がハウジング310から出る側とは反対側の、ハウジング310の先端側端部320から出て
連続的に延在する。ハウジング310の外側で、ワイヤ306が挿入部の内面に固定されたコイ
ル308によって保護される。
【００７１】
　これから図４ａ、４ｂ、４ｃ及び４ｄを参照して、アクチュエータ（アクチュエータ30
2等）に対するエネルギ源の例示的実施形態を示す。図４ａは、電流によってエネルギを
与えることができるアクチュエータ402を示す。いくつかの実施形態では、アクチュエー
タ402は、バネ404の端部にそれぞれ接続される、２つの平行な端子402a及び402bを備える
ことができる。ある実施形態では、端子402aをバネ404の手元側端部に接続し、端子402b
をバネ404の先端側端部に接続する。２つの端子のいずれか１つを陽極に接続することが
できる一方、他方の端子を陰極に接続する。電流は２つの端子を通って流れてバネ404を
作動させることができ、バネ404の弾性の度合いを調整してバネ404の剛性を変化させるこ
とができる。ある実施形態では、アクチュエータ402及びバネ404をニチノールから製造す
る。ニチノールは、ニッケルはニッケルとチタンの合金であり、形状記憶特性及び超弾性
、すなわち弾性があり付加された圧力に対して可逆的であることが知られている。低温で
変形したニチノールを加熱し又は低温に置くことによって元の形状に戻る。２つの端子を
通って流れる電流は、アクチュエータ402を加熱し、その結果バネ404も加熱されることに
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よって、バネ404を収縮させ、ワイヤ414の剛性が高まる。したがって、挿入部内の屈曲部
の手元側端部に接続されたワイヤ414の第２端部は、挿入部の剛性をその全長にわたって
増加させる。ある実施形態では、超弾性の特性を用いて、挿入部の剛性を制御し又は変化
させる。
【００７２】
　図４ｂは、本体又は熱源（例えば抵抗をベースにしたヒータであるがこれに限定される
ものではない）を加熱することでエネルギを与えることができるアクチュエータ406を示
す。加熱された本体又は熱源からの熱伝導及び／又は熱伝達によって、アクチュエータ40
6を加熱する。したがって、アクチュエータ406を、バネ408が巻き付けられたシャフトの
長さ沿いにバネ408に接続された熱本体とすることができる。ある実施形態では、アクチ
ュエータ406を加熱することで、超弾性材料（ニチノール等）から製造され得るバネ408を
作動させる。アクチュエータ406の２つの端子に加えられた温度変化もバネ408を加熱し、
それによってバネ408を第１構造又は元の形状にし、ワイヤ414を引っ張り又は引き伸ばす
ことによって挿入部の剛性を高める。ある実施形態では、超弾性の特性を用いて挿入部の
剛性を制御し又は変化させる。
【００７３】
　他の実施形態では、アクチュエータ406の温度減少ひいてはバネ408の温度減少により、
これらの超弾性の特性によって（低温におけるニチノールの変形に起因して）両者を変形
させる。その結果、アクチュエータ406を冷却するためにその温度を減少させることによ
って、バネ408を第２構造に至らせる。このことで、ワイヤ414を収縮させ、続いて挿入部
の剛性を向上させる。ある実施形態では、冷却剤を用いてアクチュエータ406及びバネ408
を冷却する。
【００７４】
　このように、構造体の温度ひいてはワイヤ414の特性を変化させて、ワイヤを押しやり
、収縮させ、引っ張り又は伸長させることによって、挿入チューブの剛性の程度を制御す
る。
【００７５】
　更に別の実施形態において、図４ｃ及び図４ｄは、内視鏡の挿入部内に配置されたワイ
ヤ414に接続された、動的シャフト412を駆動するギアモータ410を示す。一実施形態では
、シャフト412はＵ字型の構造であり、互いに並行に配置されそれぞれ内面及び外面を有
するＵ字形状のうちの２つの平行な直線状の縁を、第１壁418及び第２壁420と呼ぶことが
できる。第１壁418及び第２壁420を平坦な基部419と互いに接続することによって、Ｕ字
形状を完成させることができる。ワイヤ414は、挿入部の全部の長さにわたって延在し、
ワイヤ414の手元側端部でシャフト412に接続される。シャフト412の第１壁418はワイヤ41
4に接続される一方、第２壁420の手元側端部はギアモータ410が駆動するアクチュエータ4
16に接続される。ある実施形態では、ギアモータ410が動作してシャフト412を引っ張るこ
とによって、シャフト412が後方に移動してワイヤ414が硬くなり、又はシャフト412が前
方に移動してワイヤ414が柔らかくなる。
【００７６】
　これから図５ａを参照して、いくつかの実施形態に従い、図３及び４ａ－４ｄの環境に
おいて説明した、バネ304及び関連する構成の他の断面図を示す。図４ａ及び４ｂの実施
形態では、図３ａ及び３ｂの環境で説明したものに類似する、ワイヤとコイルとハウジン
グとの構造（符号は付さず）を設ける。以下、ワイヤ306、コイル308、ハウジング310及
びハウジング310の先端側端部320も、図４ａ及び４ｂに対して説明した構造に類似するこ
とに言及する。ある実施形態では、コイル308をワイヤ306の周りに巻き付けて、ワイヤ30
6を保護すると共にワイヤ306を移動できるようにする。矢印502は、バネ304の例示的な移
動方向を示す。ある方向の移動によって、バネ304を伸張させ、バネ304を伸ばすことがで
きる。その結果、ワイヤ306も緩み、挿入部の剛性が減少し、その結果挿入部をより柔ら
かくすることができる。反対方向へ移動することによって、バネ304を硬くしてワイヤ306
を硬くし、挿入部の剛性を増加させることができる。図４ａ－４ｄに関して上述したアク
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チュエータ302も、バネ304を移動させる。エネルギを受けたアクチュエータ302はバネ304
を作動させて、バネ304を硬くする。あるいは、エネルギがアクチュエータ302に供給され
ていないとき又はエネルギ源が分断されているときに、バネ304は緩んだ又は伸張した状
態に戻ることができる。特定の実施形態では、アクチュエータ302がニチノールのバネに
エネルギを与えて作動させて当該バネを硬くしている間、機械的手段を利用してアクチュ
エータ302を機械的に移動させることによって、バネ304を同様に硬くし又は変形させるこ
とができる。ある実施形態では、ワイヤ306を、ハウジング310の外側に位置付けられたコ
イル308の内部に配置する。コイル308は、挿入部の内面に挿入部の長さに沿って固定され
、ハウジング310の先端側端部320の外面にも固定される。その結果、バネ304が硬くなっ
たときに、アクチュエータ302が引かれて動くことに起因して、ワイヤ306が引っ張られる
。
【００７７】
　動作中、アクチュエータ302がエネルギを受けたときに、バネ304が作動する。バネ304
の作動により、ニチノールの超弾性の特性によってバネ304の形状が変化する。その結果
、ワイヤ306もシャフト316に接続されているため、動的シャフト316がワイヤ306を引き又
は押しながら移動する。アクチュエータ302を加熱してワイヤを引き又はアクチュエータ3
02を冷却してワイヤを押すことによって、挿入部の剛性特性に影響を与える。ある実施形
態では、アクチュエータ302に供給されるエネルギの量を制御することによって、挿入部
の剛性の度合いを更に制御することができる。ある実施形態では、内視鏡のハンドル又は
内視鏡に接続される主制御装置のいずれかに、アクチュエータ302に供給されるエネルギ
の度合いひいては挿入部の剛性の度合いを、内視鏡に取り付けられたフットペダル又は任
意の他の手段によって制御するコントローラを設ける。インタフェース（押しボタン、バ
ルブ、ノブ又は他の任意のデジタル又はアナログのインタフェース等）による制御機構を
設けることができる。アクチュエータ302に供給されるエネルギが増加するにつれて、ワ
イヤ306はより強く引かれて、剛性の度合いが増加する。ある実施形態では、システムに
接続された１つ以上のスクリーンは、剛性を制御する制御機能を表示することができ、さ
らに制御によって得られた剛性の度合いを表示することができる。例えばディスプレイは
、実際の剛性を２値で（例えば挿入チューブが剛性か否かで）示すことができる。他の例
では、ディスプレイは、剛性の度合いを数値的又は他の任意の尺度で表すことができる（
例えば１－４の数値であり、ここで１を第１の剛性の度合いとすることができ、４を挿入
チューブに働かせることができる最大の剛性の度合いとすることができ、逆もまた同様で
ある）。更に他の例では、図５ｂにも示すように、剛性の度合いをディスプレイ506によ
り、それぞれ剛性の最大の度合い及び最小の度合いを表す標準的な“＋”シンボル503と
“－”シンボル504との間に存在する、スライダ501を用いて表すことができる。
【００７８】
　図６は、内視鏡の挿入部の剛性を操作し変化させる構成の代替的実施形態を示す。この
実施形態では、バネをチューブ604に置き換える。チューブ604もニチノールから製造され
る。チューブ604は、その管状壁に沿い、チューブ604の長手方向軸線に沿ったスリット60
5を含む。スリット605は、チューブ604の一部にわたって延びることができ、チューブ604
の全長の中心に配置することができる。ある実施形態では、スリット605は一般に互いに
等距離であり、チューブ604の周囲に一定間隔で配置されている。先の実施形態と同様に
、チューブ604をハウジング610内のアクチュエータ602上に配置することができる。ハウ
ジング610は、チューブ604及び動的シャフト616を収容する。ハウジング610は、チューブ
604の長さにわたって延在することができ、手元側端部618及び先端側端部620の２つの端
部を有することができる。手元側端部618及び先端側端部620をそれぞれ、内視鏡のハンド
ルの端部の手元側及び先端側に存在させることができる。シャフト616を、ハウジング610
内でアクチュエータ602の先端側端部に接続することができる。アクチュエータ602の手元
側端部は、ハウジング610を出て、チューブ604を移動させるエネルギ源に向かって連続的
に延びることができる。チューブ604を、ハウジング610内部に位置付けられた、管状で長
さを有するアクチュエータ602の周りに配置することができる。チューブ604の手元側端部
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はハウジング610の手元側端部618の内面に固定される。チューブ604の先端側端部はシャ
フト616に固定される。
【００７９】
　一実施形態では、シャフト616はＵ字型の構造であり、互いに並行に配置されそれぞれ
内面及び外面を有するＵ字形状のうちの２つの平行な直線状の縁を、第１壁624及び第２
壁622と呼ぶことができる。第１壁624及び第２壁622を平坦な基部623と互いに接続して、
Ｕ字形状を完成させることができる。内視鏡のハンドルの手元側に存在する壁624の外面
はチューブ604と接続する一方、壁622には先端側からワイヤ606が貫通する。ワイヤ606は
、壁622の外面からシャフト616に入り、壁622の他方側のストッパ612によって定位置に保
持される。このようにして、ストッパ612はワイヤ606をハウジング610の内部で固定する
のに役立つ。ワイヤ606の先端側端部は、アクチュエータ602がハウジング610から出る側
とは反対側の、ハウジング610の先端側端部620から出て連続的に延在する。ハウジング61
0の外側では、ワイヤ606が挿入部208の内面に固定されたコイル608によって保護される。
矢印614は、チューブ604の例示的な移動方向を示す。当該移動は、アクチュエータ602に
エネルギを与える又はアクチュエータ602からエネルギを奪うことによってもたらされる
。アクチュエータ602を、上述したいくつかの実施形態（例えば図４ａ、４ｂ、４ｃ及び
４ｄの環境における実施形態）の１つとすることができる。また、チューブ604の機構の
動作を、バネ304の機構の動作と類似させることができ、図５ａの環境において説明した
動作と類似させることができる。
【００８０】
　図７ａは、内視鏡の挿入部708の剛性を変化させることができる楕円形状の車輪機構700
を有する内視鏡のハンドルの一部を示す。ある実施形態では、楕円形状の車輪704は、中
心部分を挟む、第１側部716及び第２側部718の２つの側部を含む。第１部分716及び第２
部分718の縁は、挟み込んだ中心部分をわずかに超える。したがって、第１部分716及び第
２部分718の直径は、中心部分の直径よりも大きい。ある実施形態では、ワイヤ702が、車
輪704の２つの側部716及び718の間で、中央部分の外縁に支持される。ある実施形態では
、ワイヤ702がその手元側端部でストッパ714に接続される。ストッパ714は、車輪704の２
つの側部716及び718の縁で支持される。車輪704は、楕円形状に似た形状を有することが
できる。ある実施形態では、楕円形状の車輪704の長縁の一方又は両方はくぼみを有する
ことができ、当該くぼみはストッパ714に対する凹部又はノッチを提供して、車輪704を支
持し車輪704の回転を止める。このように、ストッパ714は、ワイヤ702を車輪に対して固
定することができる。ワイヤ702の他方の端部は、挿入部708内で屈曲部の手元側端部に接
続される。ある実施形態では、ワイヤ702はコイル706の内側に配置される。コイル706は
ワイヤ702を移動させることができ、コイル706は挿入部708の内面に固定される。
【００８１】
　ある実施形態では、車輪704はシャフト712に接続され、次にシャフト712はレバー710に
接続される。このように、レバー710は車輪704を動作させる。ある実施形態では、レバー
710を手動で動作させ、レバー710の回転の度合いが挿入部708の剛性の度合いに影響を及
ぼす。動作中には、レバー710の回転により、車輪704を回転させ、この回転がワイヤ702
に影響を及ぼす。したがって、レバー710の回転方向に基づいて、ワイヤ702を緊張させた
り弛緩させたりする。
【００８２】
　図７ｂは、図７ａの楕円形状の車輪構造体を有する内視鏡のハンドルの他の斜視図を示
す。この構造体では、車輪704は内視鏡のハンドルの手元側端部に配置され、ワイヤ702は
挿入部708の先端側端部に向かって延びる。
【００８３】
　図７ｃは、いくつかの実施形態に従う、アセンブリ700の二次元拡大図を示す。ある実
施形態では、車輪704は、楕円に類似した非対称形状を有する。図７ｃでは、一方の側部7
16が見え、他方の第２側部は見えない。また２つの側部の間に存在する車輪704の中央縁
は、側部716の後ろに隠れている。図示したように、ワイヤ702はストッパ714に接続され
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、車輪704の中央縁を越えて延在する。車輪704が回転するときに、楕円形状の車輪704の
同心の中心（the concentric center）により、車輪704の半径を増加させることができる
。半径が増加することにより、ワイヤ702が緊張する。レバー710に接続されたシャフト71
2は、レバー710の移動とともに回転する。車輪704をシャフト712上に配置して、シャフト
712とともに回転させる。ある実施形態では、ワイヤのストッパ714は、車輪704に対する
ワイヤ702の位置を固定するように適合される。ある実施形態では、楕円形状の車輪704の
長縁の一方はくぼみを有することができ、当該くぼみはストッパ714に対する凹部又はノ
ッチを提供して、車輪704を支持し車輪704の回転を止める。このように、ストッパ714は
、ワイヤ702を車輪704に対して固定することができる。ワイヤ702の他方の端部は、挿入
部708内で屈曲部の手元側端部に接続される。車輪の回転が止まった後に、ワイヤ702を車
輪704の中心部の外縁の周りをそれ以上移動できなくして、車輪704に対するワイヤ702の
位置を固定することができる。
【００８４】
　図８ａ及び８ｂは、内視鏡のハンドル内に配置されたネジ機構を伴う内視鏡の挿入部80
2の剛性を変化させる他の実施形態の断面図800を示す。図８ａ及び８ｂを同時に参照して
、この機構は、内視鏡のハンドルに設置されたハウジング806内に配置されたネジ804を含
む。ある実施形態では、ハウジング806は、ワイヤのストッパ808を収容する内部ハウジン
グ（図９で更に示す）を更に含む。ある実施形態では、内部ハウジングは、ネジ804の締
結／弛緩の動きに従い、内視鏡アセンブリの長手方向軸線に沿って、先端方向及び手元方
向の少なくとも一方向に移動する。ある実施形態では、ワイヤ810の手元側端部をストッ
パ808に接続する。ワイヤ810の先端側端部は、挿入部802の先端側端部で屈曲部の手元側
に接続される。ある実施形態では、内視鏡のハンドルの開口部818によって、説明した実
施形態に従うネジ機構を配置するのに適切なスペース及び場所を最適に提供する。ある実
施形態では、ハンドル上のノブ（例えば図１を参照して説明したノブ405）を用いて、ネ
ジ804を回転させることができる。ノブはネジに接続されて、ノブの回転によりネジを回
転させる。いくつかの実施形態では、ノブとネジ804との間の物理的接続にギアを用いて
、ノブを大きく回転させてもネジをより小さく回転させることができ、又はノブを小さく
回転させてもネジ804をより大きく回転させることができる。
【００８５】
　図９を図８ａ及び８ｂと一緒に参照して、図８ａ及び８ｂのネジ機構の３次元図を示す
。図８ａ及び８ｂの環境において説明した構成要素に加えて、図９は、ハウジング806内
に配置された、内部ハウジング906を示す。内部ハウジング906は、ネジ804の締結／弛緩
とともに移動する。ある実施形態では、ネジ804を締結するときに、内部ハウジング906が
その手元側端部908の方向において、ハウジング806の手元側端部904に向かって移動する
。動作中、ネジ804を内視鏡のハンドルの長手方向軸線周りに回転させることができる。
ネジ804を回転させることによって、内部ハウジング906を長手方向軸線に沿って移動させ
ることができる。ある実施形態では、時計回りの方向814にネジを回転させることによっ
て、内部ハウジング906を、手元方向816に内視鏡のハンドルの手元側端部に向かって移動
させることができる。ある実施形態では、ワイヤ810の先端側端部を、内視鏡内の屈曲部
の手元側端部に接続する。ある実施形態では、ワイヤ810をコイル812内に配置することに
よって、ワイヤ810を移動できるようにする。コイル812は、挿入部802の内面に固定され
る。
【００８６】
　ネジ804は、手元側端部908に接続される。ある実施形態では、ネジ804を、内部ハウジ
ング906の手元側端部908を通して、内部ハウジング906の内部へ締める。ネジ804の回転に
よって、内部ハウジング906が手元方向816に移動してハウジング806の先端側端部904に接
近する。その結果、ワイヤ810が引っ張られて挿入部が硬くなる。ネジ804が弛緩するとき
に、内部ハウジング906はハウジング806の先端側端部902に向かって移動して、挿入部が
柔らかくなる。このように、ネジ804に移動によって、ワイヤ810の緊張及び弛緩に影響を
及ぼす。



(15) JP 6665164 B2 2020.3.13

10

20

30

40

50

【００８７】
　ある実施形態では、内視鏡のハンドルの開口部818によって、説明した実施形態に従う
ネジ機構を配置するのに適切なスペース及び場所を最適に提供する。図１０は、内視鏡の
ハンドル1002の開口部818内部に配置された、ハウジング806及びバネ機構を示す。ある実
施形態では、スコープのハンドル1002の内部設計によって、バネ機構の配置を確保するこ
とができる。図１０は、開いているハンドル1002の図を示す。ハンドル1002が閉じてロッ
クされると、ネジ機構が見えなくなり、固定され、影響を受けなくなる。メンテナンス中
にハンドル1002のロックを解除し開いてネジ機構をあらわにしたときに、この機構を作動
させて、適切にネジ804を締結することができる。
【００８８】
　図１１ａ及び１１ｂを参照して、内視鏡の挿入部の剛性に影響を及ぼす、付加的実施形
態を説明する。図１１ａは、ハンドル1100の断面図を示す。サービスチャンネル開口部は
、ハンドル1100内の作業チャンネル1104につながる。作業チャンネル1104は、挿入部1106
の全長にわたって、内視鏡の先端部分に向かって延びる。ある実施形態では、補強層1108
を作業チャンネル1104の外周上に配置する。ある実施形態では、層1108をステンレス鋼金
属の群から成る金属、又は作業チャンネル1104を強固にして作業チャンネル1104の効用に
悪影響が及ぼされないようにできる他の任意の材料から製造することができる。医師は、
処置具及び／又は層1108が覆う作業チャンネル1104を通じて手技を行うための器材を挿入
することができる。作業チャンネル1104は、挿入部1106の全長にわたって延び、層1108は
、例えば挿入部1106に永続する剛性を提供することによって、挿入部1106の剛性特性に影
響を及ぼすことができる。
【００８９】
　図１１ｂは、内視鏡のハンドル内部の作業チャンネル1104の断面図を示す。また図１１
ｂは、作業チャンネル1104の外周上の補強層1108を明確に示す。
【００９０】
　本明細書では、内視鏡アセンブリの挿入部の剛性を変化させるために超弾性の構成要素
を制御できるアクチュエータに特定の焦点を当てて説明してきたが、本明細書では、挿入
部内に提供される流体及び気体を手段として用いて剛性を変化させるようにも設計する。
したがって、本明細書の多数の実施形態では、様々な機構によって制御されて内視鏡の挿
入部の剛性を変化させる構成要素（固体、液体及び気体）を説明する。
【００９１】
　これから図１２を参照して、いくつかの実施形態に従う、内視鏡の長尺シャフトの一部
の長手方向断面図を表す。本明細書を説明するために、長尺シャフトは、体腔内に挿入さ
れる内視鏡アセンブリの一部であるため、「挿入部」と呼ぶ。
【００９２】
　挿入部1222は、挿入部1222の先端側端部（すなわち内視鏡のハンドルから最も遠い端部
）に存在する、先端部分1224で終端する。ある実施形態において、挿入部1222に接続され
る手元側端部のハンドルは、体腔内での挿入部の操作を促進し／助ける。図１を参照して
、これらの構成要素の配置を上述した。いくつかの実施形態では、軟性チューブ1226が挿
入部1222の手元側端部から挿入部1222の全長に沿って延在する。ある実施形態では、軟性
チューブ1226は、作業チャンネルの外側かつ挿入部1222の内側の別個のチューブである。
ある実施形態では、軟性チューブ1226の長さを挿入部1222の長さとともに変化させること
ができる。軟性チューブ1226が埋め込まれる内視鏡装置に適合するために、軟性チューブ
1226の直径を変化させることもできる。ある実施形態では、挿入部1222内の利用できる空
間に適合するために、軟性チューブ1226を不定形状とすることができる。ある実施形態で
は、軟性チューブ1226を圧力下で流体を伝導させるために使用されるポリマーから製造す
る。かかるポリマーの例には、ポリウレタン、ポリアミド、ポリエチレン、ポリプロピレ
ン、ナイロン、ケイ素及び熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）を含むことができるが、これ
らに限定されるものではない。
【００９３】
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　図示した実施形態は、先端部分1224で終端する軟性チューブ1226を表す。代替的実施形
態では、軟性チューブ1226は先端部分1224より前にある距離をおいて挿入部1222の屈曲部
内で終端する。他の実施形態では、軟性チューブ1226は屈曲部の第１椎骨部（a first ve
rtebra）の直前又は屈曲部の手元側端部で終端する。ある実施形態では、軟性チューブ12
26は、流体（例えば水であるがこれに限定されるものではない）を囲むように構成される
。ある実施形態では、水が軟性チューブ1226を膨張させる場合に、インジェクタチャンネ
ルに供給する供給源と同じ供給源から水を供給することができる。ある体積の水を軟性チ
ューブ1226内に囲んで保持するように、軟性チューブ1226の先端側端部（密封端部1234と
呼ぶ）を密封することができる。この体積を増加させることで、軟性チューブ1226内の水
の圧力を直接増加させ、ひいては軟性チューブ1226の剛性を増加（又は軟性を減少）させ
る。逆に、この体積を減少させることで、軟性チューブ1226内の水の圧力を直接減少させ
、ひいては軟性チューブ1226の剛性を減少（又は軟性を増加）させる。この配置によって
挿入部1222の全体的な柔軟性にも影響を及ぼし、ひいては体腔内での挿入部1222の操作性
を制御できる。
【００９４】
　ある実施形態では、圧力ポンプ1228を挿入部1222の手元側端部で軟性チューブに接続す
る。代替的実施形態では、ハンドルを通じて圧力ポンプ1228を軟性チューブ1226に接続す
る。圧力ポンプ1228は軟性チューブ1226内部の水の圧力を制御することができる。内視鏡
アセンブリのハンドル若しくは主制御装置に設置されたボタン、スイッチ又はノブ、又は
フットペダルによって圧力制御を行うことができる。この制御は、動作電圧を変えること
によって又は圧力調整装置を使用することによって、圧力を調整することができる。ある
実施形態では、ポンプ1228の入口1230から水を入れる。圧力が可変の水を出口1232から出
すことができる。出口1232は軟性チューブ1226に供給する。ある実施形態では、ユーザ／
医師は剛性の割合（例えば０％から１００％の範囲）の選択を可能とする目盛りとやりと
りする。０％は、軟性チューブ1226内部に圧力が掛かっていない状態における挿入部の剛
性を表すことができる。そして１００％は軟性チューブ1226内部に付加することができる
最大圧力が掛かった状態の挿入部1222を表すことができる。ユーザの要求に基づいて、こ
の範囲内で百分率の値を変えることができる。
【００９５】
　代替的実施形態では、軟性チューブ1226内に、水の代わりに他の流体を使用することが
できる。様々な粘性の流体は、当該流体を含む軟性チューブ1226の剛性の変化に寄与する
ことができる。したがって、粘性特性を変えることができる任意の流体を軟性チューブ12
26内で使用することができる。ある実施形態では、温度、電荷、磁場、感光又は粘性に影
響を及ぼす他の任意の要因の少なくとも１つの変化によって、軟性チューブ1226内の流体
の粘性を変化させることができる。かかる流体の例には、印加された電場に基づいて粘性
が変化する電気粘性流体、剪断速度又は剪断速度の履歴に基づいて粘性が変化する非ニュ
ートン流体、磁場に基づいて粘性が変化する磁性流体及び感光に基づいて粘性が変化する
フォトレオロジー流体等を含むことができるがこれらに限定されるものではない。
【００９６】
　ある実施形態では、電気粘性流体（ERFs）は、絶縁油中で懸濁し誘電特性を構成する材
料である。電気粘性流体の流動特性を、懸濁した材料及び絶縁油の特性に依存させること
ができる。電気粘性流体の例には、油（鉱油又はシリコン油）を含む分散液及び固定ポリ
マー粒子、ヒドロキシル末端シリコン油及びRheOil（登録商標）等が含まれる。ある実施
形態では、磁性流体（MRFs）は、磁場を導入することで調整可能な流動特性を発揮する液
体である。その結果、これら流体の特性を、流動性の高い（free flowing）状態から固形
に、そして再び元の状態に、数ミリ秒で変化させることができる。磁性流体の例には、カ
ルボニル鉄粉及び炭化水素系磁性流体等を用いて製造される流体が含まれる。
【００９７】
　ある実施形態では、ポンプ1228は、高圧を提供する能力がある、液体に適した小さな装
置用の軽量ポンプである。ポンプ1228は、広い範囲の可変の圧力の至る所で一貫した流れ
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をもたらす小型ポンプである。ある実施形態では、電子ドライバ回路を用いてポンプ1228
のモータを動作させることができる。
【００９８】
　図１２は、挿入部1222の長手方向断面図を上方から見た横断面図も示す。この横断面図
は、挿入部1222内の軟性チューブ1226の例示的な位置を表す。軟性チューブ1226は、挿入
部1222の半径方向中心に位置付けられて示されている。したがって、軟性チューブ1226を
半径方向中心から離したり半径方向中心に戻したりして、挿入部1222の柔軟性を変化させ
ることができる。挿入部1222の柔軟性を他の実施形態では、軟性チューブ1226を挿入部12
22内の挿入部1222に沿った空きスペースに位置付けることができる。ある実施形態では、
かかる空きスペースは、電子ワイヤ、作業チャンネル及び空気／水チャンネル間の空間を
含むことができるがこれらに限定されるものではない。
【００９９】
　代替的実施形態では、挿入部1222に埋め込まれた、治療具の挿入チャンネル（例えば作
業チャンネル）の外周面に軟性チューブ1226を巻き付ける。この場合には、軟性チューブ
1226は、挿入部1222の手元側端部から延びる作業チャンネルの全長の周りに巻き付いてい
る。他の実施形態では、軟性チューブ1226は、作業チャンネルの周りに巻き付き、挿入部
1222の屈曲部の前にある距離を持って終端する。
【０１００】
　更に他の実施形態では、軟性チューブ1226を、挿入部1222の手元側端部から挿入部1222
の長さに沿って延びる軟性ライニングに置き換える。軟性ライニングは、挿入部1222の内
壁と同心の管状壁を形成して、これら２つの壁の間に隙間を存在させることができる。あ
る実施形態では、少なくとも１つの軟性ライニングが挿入部1222の内壁に沿って延在する
。代替的実施形態では、複数の軟性ライニングを使用することができる。軟性ライニング
は、平行な壁と挿入部1222の内壁との間に隙間が存在するような、平行な壁を挿入部1222
内に形成する。挿入部1222の手元側端部に、隙間を満たす流体の圧力を制御する圧力ポン
プを隙間に接続することができる。
【０１０１】
　図１３ａ、１３ｂ、１３ｃ及び１３ｄは、軟性ライニングを密封するために使用される
方法の様々な実施形態を示す。ある実施形態では、軟性ライニングを挿入部1222の先端側
端部で密封することができる。図１３ａは、挿入部1304の先端側端部1306で、軟性ライニ
ング1302を挿入部1304の壁とハンダ付けすることによる密封方法を示す。ある実施形態で
は、軟性ライニング1302をその先端側端部で挿入部1304とともに穿刺することができる。
【０１０２】
　図１３ｂは、軟性ライニング1302を挿入部1304の先端側端部1306で挿入部1304の壁とハ
ンダ付けすることで密封するのに加えて、プラグ1308を利用する他の実施形態を示す。プ
ラグ1308を、軟性ライニング1302の内壁の間の、端部1306の手元側に配置して、密封端部
1306を付加的に支持することができる。
【０１０３】
　図１３ｃは、紫外線（ＵＶ）硬化型接着剤1310を用いて、軟性ライニング1302の開口端
部をプラグ1308とともに密封する他の実施形態を示す。
【０１０４】
　図１３ｄは、紫外線硬化型接着剤1310のみを用いて、軟性ライニング1302の開口端部を
密封する更に他の実施形態を示す。
【０１０５】
　図１４は、挿入部1402の他の実施形態の断面図を示す。この実施形態では、２つ以上の
軟性チューブ1404を挿入部1402内に挿入する。チューブ1404のそれぞれの先端側端部に対
する密封端部1406は、チューブ1404内に囲まれたある体積の水を保持するように、チュー
ブを密封することができる。
【０１０６】
　この体積を増加させることで、軟性チューブ1404内の水の圧力を直接増加させ、ひいて
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は軟性チューブ1404の剛性を増加（又は軟性を減少）させる。逆に、この体積を減少させ
ることで、軟性チューブ1404内の水の圧力を直接減少させ、ひいては軟性チューブ1404の
剛性を減少（又は軟性を増加）させる。この配置によって挿入部1402の全体的な柔軟性に
も影響を及ぼし、ひいては体腔内での挿入部1402の操作性を制御できる。
【０１０７】
　図１５は、挿入部1502の更に他の実施形態の断面図を示す。この実施形態では、軟性チ
ューブ1504は挿入部1502内に挿入される。チューブ1504は、挿入部1502の内壁の一方側に
沿って延在し、また連続的に挿入部1502の内壁の他方側に沿って延在することができる。
チューブ1504は、挿入部1502の先端側端部付近で屈曲して、チューブ1504内で水を内壁の
他方側に沿って導くことができる。ある実施形態では、軟性チューブ1504を押出加工中に
挿入部1502内に配置することができる。代替的実施形態では、ガイドを用いて、軟性チュ
ーブ1504を挿入部1502内に挿入し設置する。チューブ1504が設置された後に、ガイドを挿
入部1502から引き出すことができる。
【０１０８】
　図１５は、水を止め、又は水を圧力ポンプ1508から入口1510を通じてチューブ1504内に
流し、水をチューブ1504から入口1510を通じて圧力ポンプ1508へ戻すために使用すること
ができる圧力調整バルブ1506も示す。ある実施形態では、圧力調整バルブ1506を閉じると
、チューブ1504から外に流れる水の流れが止まり、ある体積の水がチューブ1504内で囲ま
れる。この体積を増加又は減少させることで、軟性チューブ1504内の水の圧力を直接増加
又は減少させる。この体積を増加させることで、軟性チューブ1504内の水の圧力を直接増
加させ、ひいては軟性チューブ1504の剛性を増加（又は柔軟性を減少）させる。逆に、こ
の体積を減少させることで、軟性チューブ1504内の水の圧力を直接減少させ、ひいては軟
性チューブ1504の剛性を減少（又は柔軟性を増加）させる。この配置によって挿入部1502
の全体的な柔軟性にも影響を及ぼし、ひいては体腔内での挿入部1502の操作性を制御でき
る。
【０１０９】
　図１６ａ、１６ｂ、１６ｃ及び１６ｄは、他の実施形態に従う、内視鏡の長尺シャフト
の一部の長手方向断面図を表す。図１６ａから１６ｄを参照して、挿入部1602は、挿入部
1602の先端側端部に存在する、先端部分1610（図１６ａに示す）で終端する。ある実施形
態において、挿入部1602に接続される手元側端部のハンドル（図示せず）は、体腔内で挿
入部1602を操作することを助ける。図１を参照してこれらの要素の配置を上述した。
【０１１０】
　図１６ａを参照して、ある実施形態では、軟性チューブ1604aが挿入部1602の手元側端
部から挿入部1602の長さに沿って延在する。図示した実施形態は、先端部分1610付近で終
端する軟性チューブ1604aを表す。代替的実施形態では、軟性チューブ1604aは挿入部1602
の屈曲部内で終端する。他の実施形態では、軟性チューブ1604aは挿入部1602の屈曲部よ
り前にある距離をおいて終端する。ある実施形態では、軟性チューブ1604aは、気体（例
えば空気であるがこれに限定されるものではない）又は流体を保持するように構成される
。ある実施形態では、気体／流体が軟性チューブ1604aを膨張させる場合に、インジェク
タチャンネルに供給する供給源と同じ供給源から気体／流体を供給することができる。軟
性チューブ1604aを先端部分1610付近の密封ガスチャンバ1612に対して開放して、チュー
ブ1604aが運ぶ気体をチャンバ1612内に満たすことができる。
【０１１１】
　チューブ1604a内の気体の体積を増加又は減少させることで、チャンバ1612内の気体の
圧力を直接増加又は減少させる。この体積を増加させることで、チャンバ1612内の気体の
圧力を直接増加させ、ひいてはチャンバ1612を収容する挿入部1602の剛性を増加（又は柔
軟性を減少）させる。逆に、この体積を減少させることで、チャンバ1602内の気体の圧力
を直接減少させ、ひいてはチャンバ1612を収容する挿入部1602の剛性を減少（又は柔軟性
を増加）させる。
【０１１２】
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　図１６ｂを参照して、付加的な軟性チューブ1604bを表す。軟性チューブ1604bを、その
特徴及び動作の点で、軟性チューブ1604aと類似させることができ、別のチャンバ1614（
チャンバ1612に類似する）へ開放させることができる。ある実施形態では、チャンバ1614
を、チャンバ1612に隣接させて挿入部1602の長手方向軸線に沿って設置することができる
。他の実施形態では、チャンバ1614を、チャンバ1612から既定の距離だけ離して挿入部16
02の長手方向軸線に沿って設置する。チャンバ1612がチャンバ1614の内部に存在し、チャ
ンバ1612及び1614が挿入部1602の内周面の内部で当該内周面に沿って位置合わせされるよ
うに、チャンバ1612及び1614を同心状に設置することができる。
【０１１３】
　図１６ｃを参照して、他の軟性チューブ1604cを表す。軟性チューブ1604cを、その特徴
及び動作の点で軟性チューブ1604a及び1604bと類似させることができ、第３チャンバ1616
（チャンバ1612及び1614に類似する）へ開放させることができる。ある実施形態では、チ
ャンバ1616を、チャンバ1614に隣接させて挿入部1602の長手方向軸線に沿って設置するこ
とができる。ある実施形態では、チャンバ1616を、チャンバ1614から既定の距離だけ離し
て挿入部1602の長手方向軸線に沿って設置することができる。チャンバ1612がチャンバ16
14の内部に存在し、チャンバ1614がチャンバ1616の内部に存在し、チャンバ1612、1612及
び1616が挿入部1602の内周面の内部で当該内周面に沿って位置合わせされるように、チャ
ンバ1612、1614及び1616を同心状に設置することができる。
【０１１４】
　ある実施形態では、挿入部1602は複数のチャンバを備えることができ、チャンバの数を
変えることができる。チャンバの長さも変えることができる。ある実施形態では、チャン
バの長さを１ｃｍから３０ｃｍで変えることができる。他の実施形態では、長さが３０ｃ
ｍを超えることができる。
【０１１５】
　上述した実施形態で説明した全てのチャンバでは、気体／流体の圧力を別個に変えて、
挿入部1602の剛性を可変的に制御することができる。
【０１１６】
　ある実施形態では、圧力ポンプ1608を、挿入部1602の手元側端部で軟性チューブ1604a
、1604b及び1604cに接続する。代替的実施形態では、ハンドルを通じて圧力ポンプ1608を
接続する。圧力ポンプ1608は、各軟性チューブ1604a、1604b及び1604c内部の気体の圧力
を制御することができる。スイッチ1606又は他の任意の外部の制御装置（ボタン又はノブ
等）は、オペレータが各チューブ内ひいては各チャンバ内の圧力を設定して、挿入部1602
の剛性を管理することを可能にできる。内視鏡アセンブリのハンドル上又は主制御装置上
にスイッチ1606を配置することができる。制御装置は、動作電圧を変えることによって又
は圧力調整装置によって、圧力を調整することができる。
【０１１７】
　したがって、本明細書で説明した様々な実施形態によって、内視鏡の挿入部の柔軟性を
変えることができ、それによってループすることに関する課題を解決しながら、体腔内の
様々な部分及び輪郭を通じた移動をより容易にすることができる。気体及び流体の圧力制
御によって、たいていの入手可能な内視鏡の挿入部の柔軟性を制御する制御装置の付加的
な層を提供する。
【０１１８】
　挿入部の柔軟性を制御できる代替的実施形態も考えられる。これらの付加的代替案は、
挿入部の挿入チューブを製造する様々な方法の形をとることができる。かかる実施形態は
、挿入チューブの製造特性に基づいた、挿入チューブの柔軟性の制御を可能にする。製造
方法のいくつかの実施形態を本明細書で議論する。
【０１１９】
　＜沈設法＞
挿入チューブを製造する沈設法は、チューブの様々な領域の剛性の制御を可能にする。チ
ューブの被覆物（シースとしても知られる）の基礎材料を構成する様々な粘性の液体を使
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可塑性ポリウレタンとすることができる。また、シースの一部を編み上げホース型とする
ことができる。ある実施形態では、ステンレス鋼、合成材料、ケブラー（登録商標）又は
当業者が既知の他の任意の材料を使用して編み上げホースを製造することができる。ある
実施形態では、使用される編み上げホースの種類（ワイヤの直径、ボビンごとのワイヤの
数、キャリアの数）も、チューブの剛性に影響を及ぼす。さらに、平面コイルを挿入チュ
ーブに対するフレームワークとして使用して、チューブの剛性を制御することができる。
ある実施形態では、ステンレス鋼、銅又は平面コイルを製造するための他の任意の既知の
材料を用いて、平面コイルを製造することができる。沈設法の利点は、この方法によって
製造された挿入チューブでは追加のコーティングが不要であることである。
【０１２０】
　＜押出法＞
この方法は、編み上げホース及び平面渦線を有する挿入チューブの剛性の制御を維持する
際に利点をもたらす。利点の１つには、挿入チューブとそのメッシュ（被覆物のために使
用される）との接続の品質を向上させることが含まれる。向上した接続の質によって、シ
ースがチューブの組みひもに取り付けていることを確保し、ひいてはビーズ（beads）の
広範囲にわたる形状が挿入チューブで狭い半径で屈曲する。管状組みひもの表面処理及び
／又は押出加工の使用によって、ケーシングの均一な厚さを達成する。このことはまた、
剛性領域の剛性の均一性の向上をもたらす。他の利点は、挿入チューブが様々な製造単位
間で一定の剛性を持つことである。その結果、この方法を用いた生産における不良率がよ
り少なくなる。また、この方法によって製造されたチューブは、比較的により滑らかな表
面を持つことができる。この方法によって製造された挿入チューブはまた、追加のコーテ
ィングが不要である。
【０１２１】
　＜収縮チューブによる方法＞
　この方法では、平面コイルに編み上げホースを設け、熱収縮チューブで被覆し、続いて
最大限の収縮に達するまでオーブンで焼く。この方法によって、平面コイル及び編み上げ
ホースの特性を相違させることで、剛性を変化させることができる。
【０１２２】
　したがって、本明細書で説明した様々な実施形態によって、内視鏡の挿入部の柔軟性を
変えることができ、それによってループすることに関する課題を解決しながら、体腔内の
様々な部品及び輪郭を通じた移動をより容易にすることができる。
【０１２３】
　上記の例は、本明細書のシステムの多数の応用の単なる例示である。本明細書の少数の
実施形態のみを説明したが、本明細書の精神又は範囲から離れることなく、本明細書を多
数の他の特定の形態で具体化できることを理解できるはずである。したがって、これらの
例及び実施形態を例示であると考え限定的であるとは考えず、本明細書を添付の特許請求
の範囲の範囲内で変更することができる。
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